


（資料２） 

                   平成１６年１１月１３日 

吹田市立中央図書館 

館長 露口 弘 様 

      吹田市図書館協議会 

 会長 芝田 正夫 

（仮称）新山田図書館新設計画に関する意見書 

 山田駅前公共公益新設計画におきまして、（仮称）新山田図書館の新設計画

が検討されていると伺っております。本図書館協議会といたしましては、（仮

称）新山田図書館の新設計画におきまして、以下の点を留意いただくことが必

要と考えております。 

１ 現在、本図書館協議会において、中央図書館長からの諮問を受けて「将来

を展望した吹田市立図書館のあり方」を策定しております。最終答申は 2005 年

度秋を予定していますが、中間報告のかたちで適宜報告していきます。（仮称）

新山田図書館新設計画策定においても、本図書館協議会での議論及び答申を活

かしていただきたい。 

２ 現山田図書館と阪急千里線山田駅前とは距離が離れており、（仮称）新山

田図書館は、現山田図書館の代替施設にはなりえないと考えます。（仮称）新

山田図書館の計画策定において、現山田図書館の利用者の声が十分反映され、

また、現山田図書館の利用者へのサービスがいささかも低下しないことが肝要

です。また、（仮称）新山田図書館を建設する場合は、住民の要望に応え、多

彩なサービスを展開するために、十分なスペースの確保が必要です。 

３ 今後、新設される図書館は、全市的な図書館整備計画、サービス計画との

関連を検討するなかで進められるべきと考えます。（仮称）新山田図書館新設

計画においても、こうした視点からの検討が必要と考えます。とりわけ、千里

丘地区など、いわゆる図書館空白地区での整備計画もあわせて検討されること

が望まれます。 

以上 

 



（資料３） 

平成 17 年 6 月 24 日  

（2005 年）        

吹田市立中央図書館 

      館長 露 口 弘様 

 

                            吹田市立図書館協議会      

                             会長 芝 田 正 夫      

 

（仮称）新山田図書館へのＰＦＩ事業導入についての意見書 

 

平成17年 4月7日、中央図書館長より、（仮称）新山田図書館へのPFI事業導入について図書館協

議会の意見を求められた。この件に関しての本協議会の意見は以下の通りである。 

ＰＦＩ事業導入の是非について 

１、 すでに本協議会の答申「将来を展望した吹田市立図書館のあり方について（中間答申）」（平成 17

年４月7日）において公立図書館への指定管理者制度導入の是非について提言したが、直営ではな

く、外部の企業や団体に運営を委託する手法は指定管理者制度も PFI 事業の導入も同様であり、以

下のような問題点もまた共通している。 

・ 公立図書館は、住民の知る権利を保障し、住民の生活・職業・生存と精神的自由とに深く関わる機

関であり、民主主義における基本的な施設である。また、高い専門性と公共性が求められる教育機関

である。こうした基本的な性格から、図書館法に基づき公立図書館を設置することは、地方公共団体

の責務であるといえる。 

・ 「低廉かつ良質な公共サービスの提供」がPFI事業の目的とされるが、PFI事業の図書館への導入に

よって、はたして良質なサービスの提供が可能なのか、また「中間答申」で提案した今後のサービス

の拡大・充実を達成させることができるのか、疑問である。 

・ 公立図書館の運営を外部に委託する場合、図書館利用の平等性と公平性、サービスの継続性・安

定性・発展性、職員の処遇、守秘義務、市民や議会によるチェック機能などが確保されるかについて

危惧がある。 

２、 さらに PFI 事業の導入については、23 年という長期間の運営を事業者に委ねることになるが、長期

間の運営の方針や実際のサービスを前もって十分に予測できるのか疑問である。ITが急速に発展す

る今日、図書館も急激に変化しつつあり、PFI事業の導入が、こうした変化に適切に対応できるのかど

うか不明である。 

３、 PFI 事業者に図書館の管理と運営のすべてを委ねる場合、図書館運営に豊かな経験を持つ専門

職員を長期間にわたって確保できるのかも疑問である。 

４、 「料金設定の自由度がます」ことが、PFI 事業のメリットとされるが、図書館の場合、図書館法に無料



規定があり、こうしたメリットは存在しない。 

５、 市内の一部の館のみを PFI で運営する場合、全市的なシステムとしての図書館運営が可能かどう

かの検討が必要である。現時点では、さまざまな支障が予測される。 

６、 事業コストの削減が最大の目的であるなら、まずもってコスト面の精査（後年度負担分も含めて）が

必要であるが、そうした精査の結果は提示されていない。 

また 23 年間という長期間の計画だけに、ここ数年間の財政状況のみで判断することは得策ではな

い。 

結 論 

施設全体の建設、維持管理に PFI 事業を導入することは、避けられないとしても、現時点で市立図書

館の運営に PFI 事業を導入することは適切ではない。財政状況の厳しい時期に新たな施設を開設し、

十分な数の職員を配置することがむずかしいことは理解できるが、以上述べた理由からそのために運営

を外部に委託することは認められない。財政状況の厳しい時期においても、直営を守り、その上で、さま

ざまな施策により、適切な職員配置を進めるべきである。 
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◆文字・活字文化振興法◆ 

（平成十七年七月二十九日法律第九十一号） 

 

（目的） 

第一条 

 この法律は、文字・活字文化が、人類が長い歴史の中で蓄積してきた知識及び知

恵の継承及び向上、豊かな人間性の涵養並びに健全な民主主義の発達に欠くことの

できないものであることにかんがみ、文字・活字文化の振興に関する基本理念を定め、

並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、文字・活字文化の振興

に関する必要な事項を定めることにより、我が国における文字・活字文化の振興に関

する施策の総合的な推進を図り、もって知的で心豊かな国民生活及び活力ある社会

の実現に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第二条 

 この法律において「文字・活字文化」とは、活字その他の文字を用いて表現されたも

の（以下この条において「文章」という。）を読み、及び書くことを中心として行われる精

神的な活動、出版活動その他の文章を人に提供するための活動並びに出版物その

他のこれらの活動の文化的所産をいう。 

（基本理念） 

第三条 

 文字・活字文化の振興に関する施策の推進は、すべての国民が、その自主性を尊

重されつつ、生涯にわたり、地域、学校、家庭その他の様々な場において、居住する

地域、身体的な条件その他の要因にかかわらず、等しく豊かな文字・活字文化の恵

沢を享受できる環境を整備することを旨として、行われなければならない。 

２ 文字・活字文化の振興に当たっては、国語が日本文化の基盤であることに十分配

慮されなければならない。 

３ 学校教育においては、すべての国民が文字・活字文化の恵沢を享受することがで

きるようにするため、その教育の課程の全体を通じて、読む力及び書く力並びにこれ

らの力を基礎とする言語に関する能力（以下「言語力」という。）の涵養に十分配慮さ

れなければならない。 

（国の責務） 

第四条 
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 国は、前条の基本理念（次条において「基本理念」という。）にのっとり、文字・活字

文化の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第五条 

 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を

踏まえ、文字・活字文化の振興に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（関係機関等との連携強化） 

第六条 

 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策が円滑に実施される

よう、図書館、教育機関その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必

要な体制の整備に努めるものとする。 

（地域における文字・活字文化の振興） 

第七条 

 市町村は、図書館奉仕に対する住民の需要に適切に対応できるようにするため、

必要な数の公立図書館を設置し、及び適切に配置するよう努めるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、公立図書館が住民に対して適切な図書館奉仕を提供す

ることができるよう、司書の充実等の人的体制の整備、図書館資料の充実、情報化

の推進等の物的条件の整備その他の公立図書館の運営の改善及び向上のために

必要な施策を講ずるものとする。 

３ 国及び地方公共団体は、大学その他の教育機関が行う図書館の一般公衆への

開放、文字・活字文化に係る公開講座の開設その他の地域における文字・活字文化

の振興に貢献する活動を促進するため、必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

４ 前三項に定めるもののほか、国及び地方公共団体は、地域における文字・活字文

化の振興を図るため、文字・活字文化の振興に資する活動を行う民間団体の支援そ

の他の必要な施策を講ずるものとする。 

（学校教育における言語力の涵養） 

第八条 

 国及び地方公共団体は、学校教育において言語力の涵養が十分に図られるよう、

効果的な手法の普及その他の教育方法の改善のために必要な施策を講ずるととも

に、教育職員の養成及び研修の内容の充実その他のその資質の向上のために必要

な施策を講ずるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、学校教育における言語力の涵養に資する環境の整備

充実を図るため、司書教諭及び学校図書館に関する業務を担当するその他の職員
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の充実等の人的体制の整備、学校図書館の図書館資料の充実及び情報化の推進

等の物的条件の整備等に関し必要な施策を講ずるものとする。 

（文字・活字文化の国際交流） 

第九条 

 国は、できる限り多様な国の文字・活字文化が国民に提供されるようにするとともに

我が国の文字・活字文化の海外への発信を促進するため、我が国においてその文化

が広く知られていない外国の出版物の日本語への翻訳の支援、日本語の出版物の

外国語への翻訳の支援その他の文字・活字文化の国際交流を促進するために必要

な施策を講ずるものとする。 

（学術的出版物の普及） 

第十条 

 国は、学術的出版物の普及が一般に困難であることにかんがみ、学術研究の成果

についての出版の支援その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（文字・活字文化の日） 

第十一条 

 国民の間に広く文字・活字文化についての関心と理解を深めるようにするため、文

字・活字文化の日を設ける。 

２ 文字・活字文化の日は、十月二十七日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にふさわしい行事が

実施されるよう努めるものとする。 

（財政上の措置等） 

第十二条 

 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の振興に関する施策を実施するため必要

な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附則 

 

 この法律は、公布の日から施行する。 
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（資料 11） 
図書館協議会開催状況 

第１回  
平成１５年（2003年）１２月 ９日（火）午前 9時 30分～午前 11時 30分 
吹田市役所 4階 第 4委員会室 
第 2回 
平成１６年（2004年） ２月１７日（火）午後 1時～午後 3時 
中央図書館 3階 第 2集会室 
第 3回  
平成１６年（2004年） ４月１３日（火）午後 2時～午後 4時 
中央図書館 3階 第 2集会室 
第 4回 
平成１６年（2004年） ７月 ６日（火）午後 2時～午後 4時 
中央図書館 3階 第 2集会室 
第５回  
平成１６年（2004年）１０月１５日（金）午後 2時～午後 4時 
中央図書館１階 第１集会室 
第 6回 
平成１７年（2005年） １月１８日（金）午後 2時～午後 4時 
中央図書館 3階 第 2集会室 
《平成 17年（2005年） ２月 利用者アンケート実施》 
第 7回 
平成１７年（2005年） ４月 ７日（木）午後 2時～午後 5時 
中央図書館 3階 第 2集会室 
《平成 17年（2005年） 4月 7日（木）中間答申提出》 
《中間答申に対するパブリックコメント実施》 
《平成 17年（2005年） 5月 6日（金）愛知川町立図書館・野洲図書館視察》 
《平成 17年（2005年） ６月 市政モニターアンケート実施》 
第 8回 
平成１７年（2005年） ６月２４日（金）午後 2時～午後 5時 
中央図書館 3階 第 2集会室 
《平成 17年（2005年） 9月 15日（木）意見を聞く会を開催》 
第 9回 
平成１７年（2005年）１１月 ２日（水）午後 2時～午後 5時 
中央図書館 3階 第 2集会室 



（資料 12） 
ワーキンググループ開催状況 

 
平成１６年（2004 年） ８月１９日（木）午後 2時～午後 4時 

平成１６年（2004 年）１０月 ５日（火）午後 2時～午後 4時 

平成１６年（2004 年）１１月１２日（金）午後 2時～午後 4時 

平成１６年（2004 年）１２月 ９日（木）午後 2時～午後 4時 

平成１７年（2005 年） １月１３日（木）午後 2時～午後 4時 

平成１７年（2005 年） ２月 ９日（水）午後 2時～午後 4時 

平成１７年（2005 年） ３月 ２日（水）午後 2 時～午後 4時 

平成１７年（2005 年） ３月１０日（木）午後 2時 30 分～午後 5時 

平成１７年（2005 年） ３月２４日（木）午前 10 時～午後 1時 

平成１７年（2005 年） ５月２５日（水）午後 5時～午後 7時 

平成１７年（2005 年） ６月 ８日（水）午後 5時～午後 7時 

平成１７年（2005 年） ７月２７日（水）午後 3時 30 分～午後 6時 

平成１７年（2005 年） ８月３１日（水）午後 3時 30 分～午後 6時 

平成１７年（2005 年） ９月２８日（水）午後 3時～午後 5時 30 分 

平成１７年（2005 年）１０月 ７日（金）午後 6時～午後 8時 

平成１７年（2005 年）１０月１４日（金）午後 6時～午後 9時 

 

 



（資料13） 吹田市立図書館協議会委員名簿
選出区分別50音順

氏      名 選出区分 住所 備考

岡 本 文 孝社 会 教 育吹田市高浜町 平成17年6月1日就任

坂 本 富 佐 晴社 会 教 育吹田市千里山西 平成16年8月1日就任

野 々 上 律 子社 会 教 育吹田市出口町 ○ 平成15年12月1日就任

上 谷 泰 子学 校 教 育箕面市粟生間谷東 平成15年12月1日就任

島 村 敏 生学 校 教 育吹田市山手町 ○ 平成16年6月1日就任

芝 田 正 夫学 識 経 験京都市北区 ○会長 平成15年12月1日就任

正 置 友 子学 識 経 験吹田市青山台 ○ 平成15年12月1日就任

森 田 俊 雄学 識 経 験神戸市灘区 ○副会長平成15年12月1日就任

竿 山 悦 子学識経験（公募）吹田市片山町 平成15年12月1日就任

中 家 美 千 代学識経験（公募）吹田市千里山虹ヶ丘 ○ 平成15年12月1日就任

退 任 委 員
退任年月日・50音順

氏      名 選出区分 住所 備考

池 田 克 之社 会 教 育吹田市南高浜
平成15年12月1日就任
平成16年5月31日退任

風 間 美 智 子学 校 教 育豊中市新千里西町
平成15年12月1日就任
平成16年5月31日退任

安 部 亮 介社 会 教 育吹田市千里丘
平成15年12月1日就任
平成16年6月30日退任

川 上 恵 子社 会 教 育吹田市泉町
平成16年7月1日就任
平成16年7月31日退任

地 石 憲 治社 会 教 育吹田市山田東
平成16年6月1日就任
平成17年5月31日退任

（備考には、会長・副会長・就任・退任を明記した。○印はワーキンググループメンバー）
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